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⽬的 ブラックホール近傍に存在する電離プラズマの空間分布を
明らかにすること。
内容 SQUID使⽤し、物理放射モデルを多様なパラメータで計算。
そのモデルを使⽤し観測データから物理量を抽出し、空間分布を
推定する。

結果 電離プラズマが⽐較的遠⽅に存在していることが明らかに
なった。

利⽤した計算機 SQUID 汎⽤CPUノード群
ノード時間 2271 時間
使⽤メモリ 100 GB
並列化 10ノード 並列

物理放射モデルにおける
パラメータ依存性の例


